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PXB-cells®を用いた殺菌・洗浄液のB型肝炎ウイルス不活化能
のin vitro評価 

背景と目的 
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HBsAg陽性細胞 

PXB-cells®を利用してHBVの 

長期感染培養が可能 

Ishida et al., 2015. Am J Pathol. 
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ヒトB型肝炎ウイルス
（HBV）患者は世界全体に推
定で約2億5000万人が存在し
ているとされ，様々な治療法
の開発が進められている．一
方，HBVの水平感染のリスク
をコントロールする目的で歯
科治療・手術現場等では種々
の殺菌・洗浄液が利用されて
いるが，これらの成分のHBV
に対する不活化効果を詳細に
検討した例は少ない．一般的
な殺菌・洗浄液に含まれる成
分にはHBVの不活化に効果が
低いとされているものも多く，
正しく水平感染を予防するた
めには，HBVに対する不活化
効果を正確に評価することが
望ましい．そこで我々は，
HBVのin vitro持続感染モデ
ルであるPXB-cells®を用いて
殺菌・洗浄液のHBVに対する
不活化効果を検討した． 

HBV感染22日目 HBsAg陽性細胞 

PXB-Mouse® PXB-cells® 

1~10 x 10^5 cells/mouse 

cDNA-uPA/SCID mouse 

コラゲナーゼ 

灌流 

移植 

ヒト肝細胞キメラマウス 
マウス肝臓の70%以上がヒト肝細胞で置換 

ヒト型代謝活性を持つ 
ヒト肝炎ウイルス（HBVとHCV）の感染が可能 

PXBマウス由来ヒト新鮮肝細胞 
収量：2.08±0.31 x 10^8 cells/mouse (n=96) 

生存率：88.7±2.5% (n=96)  
ヒト肝細胞純度：93.0±1.7% (n=12)  
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 短期間の培養においても， 

完全なHBVの感染サイクルが 

in vitroで再現されている． 

HBV感染源（Genotype Ae：10 Geq/cell）接種後の上清中パラメータ推移 

播種 

Day -1 Day 0 

Day 7 

測定 

Day 1 Day 12 

不活化剤 

接種 

培地
交換 

培地 

交換 

培地 

交換 

Day 2 20~28 h 

5 min（TSP）  

60 min（SHS and TFAII） 

Medium 

with 4% PEG 
Mixture 

Inoculum 
（Serum） 

Test 

Material 

被験物質と感染源を混合し，室温で静置した． 

混合物と培地及びPEGを混合し，PXB-cells®へ接種した． 

12日間培養を行い，上清中のHBVパラメーターを測定した． 

方法 

タイ フレッシュ エース NEO II（TFAII） 
器具用防錆清浄液． 

除菌成分としてＮＡＰ－３０，サリチル酸を配合． 

防錆効果が高く，血液などのタンパク汚れに対応． 

不活化時の終濃度を50%に設定し，使用した． 

タイ サリート プラス（TSP） 
医薬部外品の薬用ハンドソープ． 

殺菌成分としてサリチル酸を配合し，皮膚の清浄・殺菌・消毒をおこなう． 

保湿剤配合で手肌に優しい． 

不活化時の終濃度を50%に設定し，使用した． 

陽性対照薬には「日常生活の場でウイルス肝炎の伝播を防止す
るためのガイドライン」（厚生労働省）にて，B型肝炎ウイル
スの薬物消毒方法として記載されている，有効塩素濃度 1000 

ppmの次亜塩素酸ナトリウム水溶液（SHS）を使用した． 

PXB-cells®のHBV感染試験系を用
いることで，薬剤のHBVに対する
不活化能を，短期間で簡便に評価
する事が可能となった． 

 
本試験において用いた殺菌・洗浄
液は明らかなHBV不活化能を有す
ることが判明した． 

 
一般消毒薬に多用されている有効
成分のトリクロサンやイソプロピ
ルメチルフェノールは，HBVに対
する不活化能が高くないとされて
いるが，薬効を示すデータは乏し
い状況である． 

 
本試験系を用いることで，動物倫
理・費用面などから評価する事が
難しかった，市販の消毒薬の有す
るHBVに対する不活化能につい
て，評価が進むことが期待され
る． 

考察 結果 

被験物質 

HBV DNA (Log copies/mL) HBsAg (IU/mL) 

hAlb (μg/mL) 

陰性対照群と比較して，陽性対照群（SHS）
では培養上清中のHBVパラメーターが著しく
低下していた．TSP及びTFAII群においても，
培養上清中のHBVパラメーターのレベルが有
意に低下した．また全ての群においてhAlbの
分泌量低下や細胞形態異常といった細胞毒性
は認められなかった． 
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感染源 ：HBV感染PXB-Mouse®由来 

Genotype ：Ae（5 Geq/cell） 

培養Plate ：BiocoatTM 24 well Plate（Collagen Type I） 

播種密度 ：8×10^5 cells/mL（2.1×10^5 cells/cm2） 

基本培地 ：dHCGM†（DMEMをベースとした肝細胞用培地） 

HBV DNA：qPCR 

HBsAg：CLEIA 

hAlb：免疫比濁法 

†Yamasaki et al., 2010. Drug metab Pharmacokinet. 
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